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　同プロジェクトに参加する各々の役者は，それぞれが個々別々の思惑を持っていると思います。
例えば，関東自動車工業は，自らの開発領域をアッパーボデーから走行系などにも広げていきた
いという思惑を持っています。以下は推測の域を出ませんが，アルプス電気などは高付加価値が
期待できる新たなセンサー部品などを狙う，岩手県立大学は組込みソフトウエア人材育成の一大
拠点を目指す，そして岩手大学は産学連携での先進的機関になると。プロジェクト・マネジメン
トの手法として，しばしば価値や思いの統一が強調されることがありますが，実は価値や思いを
統一する過程で色々いざこざが起こります。そして，プロジェクトが始まる前に，空中分解して
しまいます。私は，必ずしも参加者が無理に思いや目標を一つにしなくても，プロジェクトのな
かで個々の思惑や利益が実現される可能性があれば，意外にも，共同プロジェクトはうまく前に
進んでいくのではないかと考えております。
　現在，いろいろな企業や地域において，次世代自動車を模索するという動きがあります。18世
紀後半にジェームズ・ワットが実用化した蒸気機関は，19世紀後半にカール・ベンツやヘンリー・
フォードの内燃機関に取って代わられ，20世紀は内燃機関の時代になりました。現在，21世紀に
突入し，すでに10年の月日が流れております。内燃機関が実用化されてから，ゆうに100年が過
ぎているわけです。先の100年の歳月のなかで蒸気から内燃機関へと変わったように，ちょうど
いまが内燃機関から次の動力源に移り変わっていく時代なのではないでしょうか。そういう点か
らも，豊かな想像力を駆使して，変化を先回りするという取り組みが，ますます大切になってく
ると考えられます。以上です。
